
木材腐朽菌に対す る銅塩類の影響 (第 3 報)

銅塩類の効力保持につい て

Kin-ichi KErNO: Effects of copper salts upon the myc巴lial growth 

of wood-destroying fungi. ( 目 ) . Keeping the toxicity of 

copper salts against Poria vaporaria. 
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市

著者は第 1 及び 2 手jHz:於て 3 諺酸生産菌に対する木材防腐剤として，銅以外の有効成分を含

まね銅塩を用いる場合3 その効力が，著しく低下するととについて報告したのであるが3 その

後之が対策について研究した。 先十第一に考え られるととは3 酸醸時阻害剤と銅とを結合せし

めるととである。従来用いられている酸醸酵阻害剤はのめ3 有機無機に亙って多数の化合物が

るるけれども 3 今回は1!号機のう ちJ 銅と実.ftj制生塩を形成する枇酸及び且iíîJt酸を選んで用いた。

とれ等と相似の薬剤，例えば， Z.M.A. (Zinc metaarsenite) , Chemonite, Ascu 等が既占

に造られ3 極めて有効なものであるととが報告されている九著者の場合L 銅以外に有効成

分を含まぬ場合と比べて格別の効果が現われ，扇子培養詐t験に於ける有効濃度に注入材の

150 日 間の腐朽試験に於ける有効濃度が， 111昔匹敵する結果を示した。

術本研究の途行に当り種k御指導を戴いた田窪技官2 及び圧縮強度試験機の使用を快諾され

た東大・林学・木材材料学第一教室に対し深謝す る。

実験

枇酸銅及E枇酸銅のワタグサレタケに対する有効濃度

馬鈴薯寒天属千培地(直径 90mm のペ トリー血〉 に，抗菌銭向及び互E硫酸銅の批判H粉末を2

0.005, 0.01, 0.05, 0.1, 0.2, 0.5, 0.7 及び1. 0劣にな る様に加えて分散せしめ3 別 tて;情義
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して白いたワタグサレタケの荷造の約 4mm' をその r[，央に植え， .26 0 C の定制作 If'で 14 Fl 

fi l1土庁芸し，その1l\J 4 回f:t1綿の{Ij1長状況を見， i+J 又は i-J で表示した。

11 5li枇酸銅に対するワタダサレタケの Spot culture の影響

実験!と I'ÎJ様に 3 粉末illf枇融制の 0.05， 0.1 , 0.2, 0.5 及び1.0劣を合む培地を作人と

の r[，失に直径 25mm の spotりを設け3 ワタグサレタケを spot の 11' 央に1'11'[ え， 26 0 C で 14 rl 

1111暗主し，その11114 回観祭して「十」又は「一」で表わした。

m 5li枇酸、 Y ーダのワタグサレタケに対する有効濃度

実験 I と /IIJ1長に， ][i(lJ-l限ソ{グの;)'(溶液を加え NaコAs20! ・R10 の 0.01 ， 0.05, 0.1 , 

0.2, 0.5 及び1.09訴を合む叶地を作り，之にワタグサレタケを仙え， 26 0C で 10 日 1111土庁長

し，その1i\J 3 同観察して「ム」又は i-J で表わした。

W 枇酸銅及びE枇酸銅のアン毛ニア溶液注入材のワタグザレタケに依る腐将試験

実験の方法及び111i'i序は 3 第 2 オj{に於ける実験\1lに /IÎJ じであるが2)3 化学公析の.Jji を千í'll!任し

寸男

/'-.。

i ) 枇酸;í!/，aのアンモニア溶液

2Na，HAs04十3CUS04 ニ CU~(AS04)~十2NaョSO!+ H2S01 4) 

及び、 Na2HÄs04十 CUSOI= CuHﾄs04 + Na2SO生。

の反応を考l.r~: して，次の処方をJi1 いた。例えば. 5.09,6 j容江主はιえの1m し。

Na2HAs04 ・ 12H20 90 g 

CUS04 ・5HD 80g 

アンモニアノ1， (25劣) 400 cc 

;]'( 430 cc 

之を 5， 10, 25, 50 及び 100 れに水を以て稀釈して. 1.0, 0.5, 0.2. 0.1 及。" 0.05，96 市

立主とした。

ii) 旦~:Ti比醗;í!/，ùのアンモニアi相夜

Na2As,04+2H20+2CuSO ,=2CuHAs03+Na2S0!+H2S04 1) 1) 

(Bloxham's の式)

及び、 Na2As204+2H，O+3CuSO壬 =CUa (AS03 )2十Na2SOι+2H2SO長 1) 4) 

(Sharples' の式)

の反応を考慮して， ~えの処方を JIJ いた。例えば， E% i容;夜は弓たのおl し。

Na2Äs204 ・ H20 36g 

CUS04 ・5H20 80g 

アンモ=ア水 (25%) 400 cc 

7]'( 500 cc 
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ょを水をJ_')，って柿釈して， 1.0, 0.5, 0.1 及び、 0.05.96 ì街夜を作った。

~12 報と[， ;J様である。 19l1 1日は 150 日。注入及ちて}1~J朽その他の'r-続

之とはlj lJに ， Mt自主制のアンモユアi容液~) i主入材の出朽を行って上国境した。

結果及び論議

枇酸銅':5:2:枇酸銅の生育阻止濃度と，:5:2:枇酸ソーダの生育阻止濃度との関係

illf枇酸~[，ð は 0.1号訴の限度に於1íJt酸~[IÙ i土 0.296 ，実験 I の結果は，第 1 及 2 去にンJミす女nC

て， 1会ワタグサレタケの生育を阻止した。

The inhibiting-concentration of copper arsenate to growth 

of Poria vaρoraria. 

Table 1. 
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T;1e inhibiting-concentration Oﾍ copper arsenite to growth 

of Poria vaρoraria， 

Table 2. 

。

Inocu. 

Conc. %1 
"-. 1.0 0.7 0.5 0.2 0.1 0.05 1 0.01 1 0.005 
D ate¥l| ||111  

lUII I-1I-l  I-i  I…I Inocu. I 1で Ino~u. ¥ Ino:u 

立I = i 二一| : -1-f-[ : γ ー
とれは

Cu，， (AsO，)口+3 (COOH)" = 3Cu (COO) ~ + 2.l:LAsO 1 

CU:l(As03)3+3(COOH)ョ=3Cu (C:JO)" + 2ILAs03 及び

で!UfÌl此酸ソ

to growth 

に依って遊離する枇般，且巨枇酸の効果に依るものであろうとの考えから，実験 m

The inhibiting concentration of natrium arsenite 

of Poria vaρoraria. 

Table 3. 
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ーダの効力を見ると第 3 去のお1< ， 0.1% で生育を阻止し， ill[ líJti隈fl，~の場合と 11I任同程度のうぬよ誌

を方ミした。

11 .5.2枇酸銅に対する Spot culture の影響

実験 I の結果は'5iH 去に示す主" <, 0.296 でワタグサレタケの生育が定金i亡阻止され，特

に spot culture の影響が顕苦に現われて来なかった。

Table 4. The effect of the spot culture upon Poria vaporariα 

in agar plate containing copper an:enite. 

------------ｭDate 
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以上の結果から見ると s 託lt酸制p 亜砥t酸~II~I土水に極めて買fU容で、あるけれども，ワタグサレタ

ケの代謝産物である穆般にÍ:i'け，制t酸， Ê[(iJt酸を遊離せしめ，効力を現わし1'Jたものと断定す

るととが出来る。

目 枇酸銅，.5.2枇酸銅溶液注入材の腐布

実験 lV I亡依れば~ 1屯量減少率は第 1 図 IL ， IE*'íiì強度減少率は消 2 図に示す立n C Jilt酸~II~で

は 0.5% で多少侵害を受けていたけれども， 1.0% では殆ん E伎押されてJ，j} らなかった07111

枇酸制では 0.2% で多少f支持を受け， 0.5% で、完全に促守を阻止していた。

之を，硫酸釧のアンモニア溶液注入材と比較して見ると， 100 日 II\Jの成松では， 2.5% で相

当の侵害を受け， 5.0% で初めて若子佼寄は阻止し件たのと， nJjWな111泣を示している。 1/1J ，
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Figure 1. The decr.邑asing percentage of dry weight 

。f the wood rotted by Poria vaporaria. 
(1) Th巴 wood impregnated with cupric aminoｭ

sulphate so1. (2) The wood impregnated with 

ammoniacal so1. of copp色r arsenate. (3) The 

wood impregnated with ammoniacal so1. of copper 

arsenite. 
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Figure 2. The decreasing percentage of compressive 

strength of the wood rotted by Poria vaporaria. 
(1) The wood impregnated with cupric amino. 

sulphate sol. (2) The wood impregnated with 

ammoniacal sol. of copper arsenate. (3) The 

wood impregnated with ammoniacal sol. of copper 

arsenite. 
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両者共第 2報に於けると同様に， 5.0% 溶液処理材に於て多少薬害らしきものが見受けられ

た。

以上の結果を綜合すると 3 極めて強大な足場を有するにも拘らや，木材に注入した場合と ffiU'

?b, Jrìí'F.iI'"培養試験l乙於ける生育阻止濃度と極めて近似の濃度に於て，ワタグサレグケの侵害を

阻止して屈し主[，j塩の効力保持の目的が充分達成されているものと認めるととが出来る。

向，注入材については，枇酸ソーダ， 2li比酸ソーダと， lilt酸@I，t illf liJt酸銅との比較試験を行

わなかったので、あるが，前二Z"の易溶性であるのに反して3 後二者-は刻tì容性であり s 代謝産物

に1j，くって或程度i制鮮度が高められる点l〉， 同時に枇酸，亜枇酸の安定性を高め，その効力を永

〈保持する点でも充分役立つものと考えられる。

摘要

著者はp 第 1 及び 2 報の示if:!-l~l乙対する対策として，般敵陣の阻害剤のうち， 1iJtð交及びH11砂閉廷

を選び，之を石~t酸@I，ù及び亜枇官主主I ，a として3 その事Ú7] をワググサレグケになくって誠験した。その

配;」↓Lは;j(の ]ill くでるる。

1. 扇千培養試験に於てJ 硫酸鈎は 0.2弘亜枇勝[lùは 0.1% (spot culture の場合は 0.2

%)で生育を阻一害した。

2. 亜硫酸ソーダは 0.1% で生育を阻害するので，亜lilt酸重I，jの効力は，恐らくワタグサレタ

ケの生産する諺酸が亜石比酸卸に作用し，遊離される亜石比酸に出るものであろうと思われる。

3. 注入材については，抗菌雄同で1.0.%，亜抗酸銅では 0.5% で略完全にその侵害を阻止し

得た(150 日!1[J)。之は日平均養試験の結果iこ極めて近似で、 ib る点がp 特に注目さるべきでまう

る。
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以上の結果よりして， iíJ七百変五JiJ及び、illi枇酸銅を酸生産T~いこ対する木材防吋剤として利川すると

とは3 鉛塩類の効力1~~;j:!J'に充分役立つものである。
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Résuπlé 

The author has tested the effect of chemicals as preservatives against the 

wood-destroying fungus, Poria vaρorarza. 
The tests were carried out by the petri dish method and the test piece 

method using copper arsenate and copper arsenite. 
Results may be summarized 灣 follows: 
1. The growth of fungus , P. vaρoraria ， was inhibited at 0.2 per cent with 

copper arsenate, and 0.1 per cent with copper arsenite in petri d.sh method. 
2. The growth of the fungus was inhibited at 0.1 per cent with sodium 

arsenite in petri dish, so that the toxicity of copper arsenite might be caused by 
arsenous 10n. 

3. The destructing action of the fungus was inhibited at 1.0 per cent copper 
arsenate, and 0.5 per cent copper arsenite ammoniacal solutions in the test piece 
method. 

4. The copper arsenate and arsenite seemed to be veηT effective as preserｭ

vatives of wood for the acid producing fungi. 


